















































2004年度 2004年度 2005年度 2005年度 2006年度 2009年度 2010年度
実施形態
実施方法 Web(学内 マークシー ト (専用紙 :選択1枚,自由記 マークシー ト (普 携帯,Web(学内,学外PC可)選択十日由記述
PCのみ) 述1枚) 通紙 :選択1枚)
対象科目 16科目 76科目 147科目 149科目 153科目 前期 :90科目 前期 :148科目
希望する教員 ･_専任教月講義科目単数担当 +非常数教員演習科目 +複数担当 後期 :82科目情報システム学科中心(JABEE対応) 後期 :145科目
回答時間 授業時間外 授業時間内 (講義最終回) いつでも (授業時間内推奨)
回答場所 情 報 セ ンター 授業を実施している教室 どこでも (教室内推奨)
教員によるコメント なし あり (メールで依頼,回収) なし あり(Web画面から入力)
本人確認(アクセス制限) 無 無 有
重複回答 可 . 配付方法による 香
未履修者回答 可 可 香 (履修登録した科目のみ回答可)
問題点 ･誰でも回答可回答は学生の自主性 ･科目数,履修生数に比例して,用紙の調達,LEP刷,仕分け, ･ログイン方法の周知授業形態と,アンケー ト項目の統一性















































































































項 目 第3世代のシステム 節4世代のシステム
初期費用及び保守料学期当たり初期費用 - 93,090円 (固宝許)
学期当たり保守料 - 137,500円 (固定梁)
前処理の費用普通紙の購入 0.60円/秩 (対象者変動費) -
マークシー トの印刷 1.50円/秩 (対象者変動費) -
学生アルバイト 0.86円/秩 (対象者変動費) -
後処理の費用学生アルバイト 1.71円/秩 (対象者変動費) -
教月 (集計) 1.91円/秩 (対象者変動費) -
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